
     

No５０  平成２３年３月２８日（月） 

 

 小林秀峰高校のために御尽力いただいたことに深く感謝し、転出先での御活躍をお祈りいたします。 

○今春の人事異動で７名の先生方が、秀峰一期生の卒業とともに本校を去られることになりました。

先生方が生徒のため、学校のために一生懸命取り組んでくださったおかげで、本校もようやく卒業生

を送り出し、一人前の学校になることができたと思います。平成２３年度は、農業科・福祉科が新た

に加わり、秀峰の新しい歴史が始まります。もっと一緒に働きたかったというのが実感ですが、それ

は叶わないことです。先生方が本校で経験されたことをもとに、新天地で御活躍されることを祈念し

ています。ご苦労様でした。誠に、ありがとうございました。 

○笹岡広則 教頭 ４年 ＜宮崎北高校＞  

○湯浅章久 教諭・電気 ５年＜宮崎工業高校＞ 

○黒木良一 教諭・建築環境 10年＜都城工業高校・化学工業＞  

○田野美佐子 養護教諭 ７年＜都城きりしま支援学校小林校＞ 

○冨髙啓一 教諭・英語 ８年＜宮崎工業高校＞ 

○堀内賢治 教諭・美術 ９年＜宮崎西高校＞ 

○長田大輔 実習助手・機械 ８年＜佐土原高校＞ 

 

新体育館完成の年でした。 

☆酒匂百合子さん（事務部 16年）、本田樹里香先生（実習助手・家庭 ７年） ◇感謝しています。 

下村香織先生（国語 ５年）、村田 遼先生（数学 １年）の４名の方々も本校を去られます。 

☆本田隆則先生（進路指導主幹 機械 ５年）は、退職ですが、引き続き再任用で本校勤務です。 

学校評議員会を開催しました。・・・２３日（水）１３：３０～１５：００ 

○４名（１名欠席）の学校評議員のみなさんと本校からは校長、

教頭２名、事務長の合計８名による学校評議員会を開きました。 

次の４つの項目を中心に学校の説明を行ない、意見聴取しました。 

 （１）平成２３年度に向けての課題について 

 （２）保護者による学校評価について 

 （３）生徒による授業評価について 

 （４）第１回卒業生の進路について 

その中で、特に話題になったことを報告しておきますので、今後 

 

学校評議員会の様子 

の参考にし、平成２３年度で工夫・改善していけたらと考えています。 

・「学ぶ姿勢」の育成については、積極的に取り組んでいってほしいという御意見をいただきまし

た。・保護者の方々が、学校行事や授業参観に出て来やすい日程を検討していってほしい。 

・「分かる授業を行なっているか」の保護者の評価がA・B合計５０％しかない点をしっかり受け止

め、授業改善に意欲的に取り組んでいってほしい。 

・生徒たちの課題についての評価が低い点を反省し、どのような課題を与えて勉強させ、基礎学力

の定着を図るとともに、将来のためにも勉強する習慣を身に付けさせてほしい。 

 

 

中庭の桜開花 ３月２４日 

○口蹄疫、鳥インフルエンザ、新燃岳噴火、東北関東大震災といろ 

いろ大変なことが起きた平成２２年度でした。それでも、時間は関

係なく過ぎ去っていきます。「今をしっかり生きる」ことの大切さを

改めて感じた１年間でもありました。裏面に「教職員の元気は研究

心から」と「地震後の風景」の記事を掲載しています。今後の参考

にしてください。 

○４月１日に、平成２３年度の学校経営ビジョンを示す予定です。 

先生方も新年度に取り組みたいことなど、検討しておいてください。 

○No５０号が、平成２２年度の最終号となります。来年度も様々な情報提供に努めるつもりです。 

秀峰通信『啐啄』 


